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備考
 ・中等教育学校前期課程修了者数を含む（平成19年度～）。
 ・学校基本調査及び義務教育就学前幼児数調査による（令和元年５月１日現在）。
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これまでの高校教育改革の年度別実施状況

年 度 学 校 名 改 革 の 内 容

平成 尾 瀬 高 校 自然環境科を設置、全国募集を開始。尾瀬ハートフルホーム・システム、総合
８年度 選択制を導入。

新 田 暁 高 校 総合学科に改編。７系列１２０の選択科目を開設。

前 橋 西 高 校 英語科を国際科とする。

伊 勢 崎 東 高 校 英語科を国際科とする。

沼 田 女 子 高 校 普通科１学級を理数コースとする。

万 場 高 校 福祉サービスコース、アドベンチャーコースなどを設置。
９年度

嬬 恋 高 校 スポーツ健康コース、流通ビジネスコースを設置。

市 立 前 橋 高 校 普通科男女共学とする。校舎移転。

利 根 実 業 高 校 森林科学科を設置し、コース制を導入。

前 橋 東 商 業 高 校 情報処理科１学級を国際マルチメディア科とする。

桐 生 高 校 普通科２学級を理数科とし、男女共学とする。

長 野 原 高 校 普通科、建築科にコース制を導入。
10年度

大 間 々 高 校 在校生を含めて一斉に単位制に移行。（全日制単位制）

渋 川 青 翠 高 校 総合学科に改編。７系列１０３の選択科目を開設。

西 邑 楽 高 校 普通科２学級をスポーツ科、芸術科に改編。総合選択制を導入。
11年度

吾 妻 高 校 普通科１学級を福祉科に改編。

勢 多 農 林 高 校 生物生産科、食品文化科、動物科学科を設置。

高 崎 商 業 高 校 流通、情報、国際の各ビジネス科を設置。くくり募集を導入。

伊 勢 崎 興 陽 高 校 生物生産科、食品文化科を設置。くくり募集を導入。

伊 勢 崎 商 業 高 校 会計科を新設。くくり募集を導入。

利 根 実 業 高 校 工業技術科、環境建設科、生物生産科を設置。
12年度

藤 岡 北 高 校 生物生産科、環境土木科、ヒューマンサービス科を設置。くくり募集を導入。

藤 岡 工 業 高 校 各科でコース制を導入。くくり募集を導入。

中 之 条 高 校 生物生産科を設置。普通科を男女募集。

大 泉 高 校 生物生産科、バイオテクノロジー科を設置。普通科を男女募集。

吉 井 高 校 総合学科に改編。６系列１０６の選択科目を開設。

富 岡 実 業 高 校 生物生産科、園芸科学科、食品科学科を設置。
13年度

安 中 実 業 高 校 生物生産科、食品環境科、工業技術科を設置。

前 橋 工 業 高 校 材料技術科を材料設備科に改編。

尾 瀬 高 校 経営情報科を廃止し、普通科にコースとして設置。

14年度 下 仁 田 高 校 商業科を廃止し、普通科に３つのコースを設置。

館 林 商 工 高 校 電子機械科と電気科を生産システム科に改編。くくり募集を導入。

太 田 市 立 商 業 情報処理科を情報科に改編。
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前 橋 東 高 校 総合学科に改編。上級学校での学習につながる６つの系列を設置。

高 崎 北 高 校 上級学校への進学を中心とした普通科の全日制単位制高校に改編。

万 場 高 校 連携型中高一貫教育校（万場中・上野中・中里中と連携）

嬬 恋 高 校 連携型中高一貫教育校（嬬恋東中・嬬恋西中と連携）

15年度 尾 瀬 高 校 連携型中高一貫教育校（利根中・片品中と連携）

太 田 工 業 高 校 機械科を機械系、電気科と情報技術科を電気系としてくくり募集。
コース制を導入。工業化学科の募集停止。

前 橋 東 商 業 高 校 商業科を総合ビジネス科とし、国際マルチメディア科とくくり募
集。情報処理科は国際マルチメディア科に統一。

勢 多 農 林 高 校 生活科学科をグリーンライフ科に改編し、フラワーデザインコー
スとグリーンライフコースを開設。

16年度 中央中等教育学校 中央高校の校地に１学級３０人４クラスで開校。６年間の計画的
・継続的な学習を通して、国際コミュニケーション能力を養成。

前 橋 工 業 高 校 電子機械科を設置し、材料・設備科の募集を停止。

新 田 暁 高 校 総合学科７系列を、６系列に改編。

太 田 フ レ ッ ク ス 高 校 太田西女子高校を募集停止。定時制、通信制課程を設置。

桐 生 工 業 高 校 建築科、土木科を建設科に改編。

伊 勢 崎 高 校 伊勢崎東高校と境高校を統合。文理総合科６学級、グローバルコ
ミュニケーション科２学級、男女共学。

伊 勢 崎 清 明 高 校 伊勢崎女子高校を全日制単位制（男女６学級）に改編。

17年度 伊 勢 崎 興 陽 高 校 生物生産科、食品文化科、都市工学科を総合学科に改編。

利 根 実 業 高 校 生物生産科、森林科学科、生活科学科、工業技術科、環境建設科
を生産生物科とグリーンライフ科、機械システム科と環境技術科
のくくり募集。

渋 川 工 業 高 校 電子機械科を機械科に、電子・電気科を電気科に改編。

長 野 原 高 校 建築科（男女１学級）を普通科（男女１学級）に改編。

藤 岡 中 央 高 校 藤岡高校と藤岡女子高校を統合。文理総合科４学級、数理科学科
２学級、男女共学。

万 場 高 校 アドベンチャーコースを水産コースに改編。全国募集を開始。

18年度 安中総合学園高校 安中高校と安中実業高校を統合。総合学科６学級、男女共学。

中 之 条 高 校 農業土木科を環境工学科に改編。

前 橋 商 業 高 校 前橋商業高校と前橋東商業高校を統合。

19年度 勢 多 農 林 高 校 生物生産科を植物科学科・バイオテクノロジー科に改編。

利 根 商 業 高 校 商業科と情報処理科を地域経済科・国際経済科・情報経済科に改
編し、くくり募集。

吉 井 高 校 総合学科６系列を４系列に改編。

20年度 太 田 東 高 校 全日制単位制（男女６学級）に改編。男女別募集を廃止。

21年度 市 立 四 ツ 葉 学 園 市立伊勢崎高校を改編。前期課程１２０人（男女各６０人）
中 等 教 育 学 校
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年 度 学 校 名 改 革 の 内 容

22年度 市立高崎経済大学 普通系、芸術系、体育系を普通系、芸術系に改編。
附 属 高 等 学 校 （→平成25年度に普通コース、芸術コースに名称変更)

23年度 伊 勢 崎 高 校 文理総合学科、グローバルコミュニケーション科のくくり募集。

沼 田 女 子 高 校 理数コース、英語コースを英数コースに改編。
25年度

藤 岡 中 央 高 校 文理総合学科、数理科学科のくくり募集。

市 立 伊 勢 崎 高 校 平成25年度末で閉校。

利 根 商 業 高 校 男女一括募集。

26年度 前 橋 商 業 高 校 ビジネス総合科の男女別募集を廃止。男女一括募集。

伊 勢 崎 高 校 文理総合科６学級、グローバルコミュニケーション科２学級を普
27年度 通科７学級、グローバルコミュニケーション科１学級に改編。

藤 岡 中 央 高 校 文理総合科４学級、数理科学科２学級を普通科５学級、理数科１
学級に改編。

富 岡 実 業 高 校 園芸科学科、食品科学科を地域産業科に改編。生物生産科、地域
産業科、電子機械科のくくり募集。

桐 生 女 子 高 校 普通科、英語科のくくり募集。

前 橋 西 高 校 普通科の男女別募集を廃止。男女一括募集。

西 邑 楽 高 校 普通科の男女別募集を廃止。男女一括募集。

嬬 恋 高 校 スポーツ・健康コース（スケート実技選択）で全国募集を開始。

市 立 太 田 高 校 太田市立商業高校から太田市立太田高校に校名変更。普通科設置。

大 泉 高 校 バイオテクノロジー科をグリーンサイエンス科に改編。
28年度

館 林 女 子 高 校 英語コースを募集停止し、普通科のみの募集とする。

桐生市立商業高校 商業科、情報処理科のくくり募集。

高 崎 工 業 高 校 定時制課程において、機械･電気科、建設科を工業技術科に改編。
29年度

万 場 高 校 平成28年度入学生から、情報ビジネスコースを廃止し、教養コー
ス、福祉サービスコース、水産コースに改編。

利 根 商 業 高 校 普通科を設置。

( 新 ) 富 岡 高 校 富岡高校と富岡東高校を統合。普通科６学級、男女共学。
30年度

吾 妻 中 央 高 校 中之条高校と吾妻高校を統合。普通科２学級、生物生産科１学級、
環境工学科１学級、福祉科１学級、男女共学。

桐 生 女 子 高 校 普通科、英語科を普通科に改編。

利 根 商 業 高 校 国際経済科を募集停止。他県枠募集を開始。

桐 生 工 業 高 校 電気科、染織デザイン科を創造技術科（電気コース・染織デザイ
31年度 ンコース）に改編。

前 橋 西 高 校 普通科、国際科のくくり募集。

令和 前 橋 商 業 高 校 ビジネス総合科とシステム情報科を商業科に改編。
２年度

前 橋 南 高 校 男女一括募集。

３年度 桐生・桐女新高校 桐生高校と桐生女子高校を統合。普通科６学級、理数科２学級、
(予定) 男女共学。

桐南･桐西新高校 桐生南高校と桐生西高校を統合。普通科６学級。
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公立高等学校等の種類と内容

平成３１年度入学者

：単位制、 印：再掲）（ *斜体

高 全 [中毛地域]

前橋 前橋南 前橋西 前橋女子 前橋市立前橋

伊勢崎清明日 普通科 伊勢崎

（ぐんまチャレンジ・ハイスクール）等 玉村

制 [西毛地域]

高崎 高崎東 高崎女子高崎北

（ぐんまチャレンジ・ハイスクール）学 課 榛名

高崎市立高崎経済大学附属 松井田

程 藤岡中央 富岡 万場

（ぐんまコミュニティー・ハイスクール）校 下仁田

[北毛地域]

沼田 尾瀬 沼田女子 利根商

渋川 渋川女子 吾妻中央

長野原 嬬恋（ぐんまコミュニティー・ハイスクール）

[東毛地域]

太田 太田女子 太田市立太田太田東

館林 館林女子 西邑楽

（ぐんまチャレンジ・ハイスクール）大泉 板倉

大間々桐生 桐生南 桐生西 桐生女子

沼田 （数理科学） 沼田女子 （英数）* *

万場 （教養、福祉サービス、水産）※２年次～*

コース制 嬬恋 （スポーツ・健康、流通ビジネス）*

高崎市立高崎経済大学附属 （普通、芸術（音楽系*

・美術系 ））

* *理 数 桐生 藤岡中央

*自然環境 尾瀬

専門学科

*国 際 前橋西

*
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

伊勢崎
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

（スポーツ）体 育 西邑楽 *

（音楽コース、美術コース）芸 術 西邑楽 *

（植物科学、バイオテクノロジー、動物科学、勢多農林

緑地土木、食品文化、グリーンライフ）

（生物生産、グリーンライフ）利根実業

（生物生産、環境土木、ヒューマン・サービス）農 業 藤岡北

（生物生産、地域産業）富岡実業

（生物生産、環境工学）吾妻中央 *

（生物生産、グリーンサイエンス、食品科学）大泉 *
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（機械、電子機械、電気、電子、建築、土木）高 全 前橋工業

（機械、電気、情報技術、建築、土木、工業化学）高崎工業

（機械、建設、創造技術）日 専門学科 桐生工業

（機械、電子機械、電気、工業化学）等 伊勢崎工業

（機械、電子機械、電気、情報技術）制 工 業 太田工業

（機械システム、環境技術）利根実業 *

（機械、自動車、電気、情報システム）学 課 渋川工業

（機械、電子機械、電気）藤岡工業

（電子機械）程 富岡実業 *

（生産システム、建築）校 館林商工

（ビジネス総合、システム情報）前橋商業

（ 、 、 ）高崎商業 流通ビジネス 情報ビジネス 国際ビジネス

（商業、会計、情報処理）伊勢崎商業

（総合ビジネス、情報ビジネス）商 業 館林商工 *

（商業、情報処理）桐生市立商業

（商業）太田市立太田 *

（地域経済、情報経済）利根商業 *

*福 祉 吾妻中央

前橋東 伊勢崎興陽 吉井 安中総合学園
総合学科

渋川青翠 新田暁

普通科 [フレックススクール]

（ ） （ ）（ ）昼夜間 前橋清陵 太田フレックス昼・夜 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ部

定

* * * * *時 普通科
沼田 館林 藤岡中央 富岡 安中総合学園

（夜間）

制

* * *課 前橋工業 高崎工業 桐生工業工 業 （機械、建築）

* *専門学科 伊勢崎工業 渋川工業

程 （夜間）

* *商 業 高崎商業 桐生市立商業

* * * *通 普通科 前橋清陵 高崎 桐生女子 太田フレックス

信

制

※准看護学校の在学者及び卒業者課 専門学科 衛生看護 前橋清陵 *

程

〔参考〕
中央中等教育学校

中 等 教 育 学 校 伊勢崎市立四ツ葉学園中等教育学校

*中高一貫教育校 併設型中高一貫教育校 太田市立太田中学校 太田市立太田

* *連携型中高一貫教育校 連携型中学校※ 尾瀬 万場 嬬恋*

※尾瀬：利根中学校・片品中学校、万場：中里中学校・上野中学校、嬬恋：嬬恋中学校
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